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Ｖ－１．歩行者空間及び広場のゾーニングの考え方

広場の創出　　　　―地域住民の憩いや交流の場となる広場を創出します
歩行者空間の創出　―周辺市街地と連続する緑豊かで楽しく回遊できる歩行者空間を創出します。街路空間と商業施設が連携した賑わいのある歩行者空間を創出します。
緑化空間の創出　　―プロムナードや外周の歩行者空間は緑豊かな空間とします。
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Ⅴ． 歩行者空間・緑地配置計画
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※本内容は平成27年11月時点のものであり、今後の協議等により変更する可能性があります。



■ 四ツ谷用水の歴史の継承

■ 雨宮地区の景観の保存

「杜の回廊」

「まちのプロムナード」

「まちの広場」

「みどりの辻」

広場空間

広場空間

広場空間

「まちの駅」

「まちの辻」

Ⅴ－２．歩行者動線の考え方

「杜の回廊」

■ 通学路の安全性向上

周辺地域に貢献する歩行者動線の確保 周辺地域に対してより利便性、安全性の高い
歩行者空間ネットワークを提供します。

　周辺市街地や鉄道駅と連続性・回遊性のある
歩行者空間ネットワークの形成により周辺地域
の日常生活の利便性が向上します。また、商業
施設内のモールと歩行者空間ネットワークの連
携により、周辺住民の買い物、サービス等に関
する利便性が向上します。

　歩行者空間のネットワーク
形成とともに、歩行空間の拡
幅とまちの賑わいと一体と
なった明るさの確保と商業施
設の防犯体制との連携により、
通学路の安全性が向上します。

■ 日常生活の利便性向上

「杜のプロムナード」

・計画地の南北方向に歩行者回遊の軸となる緑豊か
なプロムナードの整備を検討します。
・敷地内の歩行者空間や広場を繋ぎ、地域住民や来
街者に憩いと潤いを提供するシンボルストリート
を目指します。
・街路樹やベンチ等の休憩施設、ストリートファニ
チャー等が織り成す、楽しく歩ける居心地の良い
空間を創出します。

▲ 歩道へのアート像の設置事例（丸の内仲通り） ▲ 休憩施設の事例（丸の内仲通り）

左：記念碑
右：記念樹 ▶

▲ 整備イメージ（オーテモリ）

▲ 整備イメージ（左：ガーデンシティ品川御殿山、右：イオンモール多摩平の森）

▲ 整備イメージ（丸の内仲通り）

▲ 整備イメージ（イオンモール多摩平の森）

　敷地外周の歩道状空地の整
備や壁面後退を利用した緑地
の整備等により、地域住民の
日常生活の利便性、安全性を
向上させ、気軽に散歩やジョ
ギングも楽しめる遊歩道とな
る「杜の回廊」の整備を検討
します。

「まちのプロムナード」

　商業施設と街路空間が連携
してまちの賑わいを創出し、
地域住民の生活利便性を向上
させる「まちのプロムナード」
の整備を検討します。
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▽ 小・中学校通学路の想定動線

▲ 警備員が常駐し、営業時間内
のモール内外を定期的に巡回す
ることで地域の安全確保に努め
ています。

▽ 周辺地域の日常生活の想定動線

四ツ谷用水をイメージしたモニュメントの事例（仙台駅前） ▲

- 記念碑の移設や記念樹の移植を検討します。

- 既存樹木の保存や同一樹種の
植栽を検討します。

■ 雨宮地区の記憶の継承

▲ 神社周りの木々 ▲ 敷地外周に残る煉瓦壁

- 敷地外周に残る煉瓦壁のイ
メージを継承する外構デザイ
ンを検討します。

- かつて敷地南の北六番丁通り沿
いに流れていた四ツ谷用水をモ
チーフとした親水空間・モニュメ
ントの整備等により四ツ谷用水の
歴史の継承を検討します。
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※本内容は平成27年11月時点のものであり、今後の協議等により変更する可能性があります。



「杜の回廊」

「まちのプロムナード」

「まちの広場」

「みどりの辻」

「まちの辻」
広場空間

広場空間

広場空間

「まちの駅」

Ⅴ－３．広場の考え方（１）

「まちの広場」

　まちの核となる空間に、地域住民、商業施設の来場者、病院の来院者や入院患者など、子どもから高齢者まで様々な世代の多様な人々が集う広場「まちの広場」を計画します。

　病院と連携したイベント、地域住民と連携したイベント、教育機関などと連携したワークショップ、チャ
リティーバザーなど、地域交流を目的としたイベント開催に対応できるオープンスペースとします。

■ 日常から「顔のみえる」強い絆のコミュニティ形成

　多様な規模のイベント開催等に対応できるよう、イベント開催時には、商業施設や病院の運用上可能な
範囲で、周辺の車路空間を広場空間として一体的に活用できる広場計画を検討します。

■ 周辺車路空間を活用した拡張性のある広場計画

　利用者の憩いのスペースとなり、災害時には救護活動や炊き出しに活用できるかまどベンチや防災パー
ゴラなどを整備し、防災訓練と連動した炊き出しイベントや、芋煮会等の開催など、周辺地域の防災意識
向上の場としての活用を検討します。

■ 災害時への備え

▲ コンサートイベント（丸の内仲通り） ▲ 大道芸イベント（丸の内仲通り）

平常時

▲ 広場の範囲想定模式図
イベント開催時等の
広場範囲拡張イメージ

ジーメイトンベイし出き炊、チンベどまか、ラゴーパ災防）らか左（ ▲

▲ バザーイメージ

　地域住民や来街者の憩いの場として日常的
に利用できる広場とします。散歩途中の休憩
等、気軽に立ち寄れリラックスできる広場を
目指します。

■ 地域住民の憩いの場の形成

▶ 利用イメージ

▲ 地域イベント事例（イオンモール三光） ▲ ワークショップイメージ 地域医療支援病院

集合住宅

商業施設
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約 40m

約 32m
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Ⅴ－３．広場の考え方（２）

「杜の回廊」

「まちのプロムナード」

「まちの広場」

「みどりの辻」

「まちの辻」
広場空間

広場空間

広場空間

「まちの駅」

地域医療支援病院

集合住宅

商業施設

交通機能

賑わい活性化機能

「みどりの辻」

広場空間

　「杜のプロムナード」と「杜の回廊」
のみどりを繋ぎ、周辺地域に開かれ
た辻空間の整備を検討します。

「まちの辻」

▲ 南出入口の現状
　（敷地外より）

▲ 南出入口の現状（敷地内より）

▲ カーシェアリングステーション事例
　（イオンモール鶴見緑地）

トーポ」EKIB ETAD「 ▲

▲ イベント時の広場事例（イオンモール多摩平の森）▲  整備イメージ　（イオンモール多摩平の森）

▲  整備イメージ

「まちの駅」

　「歩いて暮らせるまち」の実現を目指し、バス・タクシーベイやコミュニティサ
イクルステーション、カーシェアリングステーションなどの設置を検討します。

　「杜のプロムナード」「杜の回廊」のみどりと「まち
のプロムナード」の賑わいを繋ぎ、来街者を迎える辻
空間の整備を検討します。
　既存樹の活用や歴史ある煉瓦壁のモチーフ活用な
ど、雨宮キャンパスの雰囲気の継承についても検討し
ます。

　商業施設のエントランスとして、地域に対する賑わいを創出する広場空間の整備
を検討します。地域イベント等も開催可能なしつらえとし、「まちの広場」と連携し
て地域住民と来街者が交流できる広場を目指します。

まちに貢献する機能を持った広場を適切に配置します。歩行者空間により各広場を繋げることで、まちの広場との連携を生み、より豊かな広場空間を創出します。

広場の連携について

Ⅴ． 歩行者空間・緑地配置計画

▲ 敷地外周に残る旧第二高等
学校建設当時の煉瓦壁
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※本内容は平成27年11月時点のものであり、今後の協議等により変更する可能性があります。



動線の重ね合わせと配置計画の考え方
商業施設及び病院へ徒歩で訪れる利用者動線

最寄駅や周辺地域から商業施設及び病院へ訪れる際の歩行
者動線を想定。

雨宮地区が含まれる校区内の小中学校通学路や駅への動線
を想定。

計画地内の商業・病院・住宅敷地を行き来する歩行者動線
を想定。

アクセス通路の整備により計画地の交通処理機能を集約化
することで、歩行者動線の核となる空間を創出。

計画地周辺を通過する地域住民の生活動線

計画地内歩行者動線 計画地内来退場自動車動線
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周辺地域と連続する歩行者ネットワークの創出

計画地利用者のみならず、地域住民の生活
動線ともなる回遊性の高い歩行者ネット
ワークを創出。

「杜のプロムナード」

計画地南北方向に歩行者回遊の軸となる
シンボルロードを計画。

「杜の回廊」

敷地外周に通学や散歩など地域住民の生活
動線ともなる遊歩道を計画。

歩行者の回遊性向上のため、
横断歩道等の設置を検討。 歩行者の利便性及び安全を考慮し、横断歩道

及び歩行者用信号の設置を検討。

「まちの広場」

各敷地の機能や歩行者動線が融合し計画
地の核となる場所に広場空間を計画。

広場空間

賑わい活性化機能を集中。まちの広場
と連携し、より豊かな広場空間を創出。

「まちの駅」

交通機能を集中。まちの広場と連携し、
より豊かな広場空間を創出。

「まちのプロムナード」

オープンカフェ等によって商業施設の沿道空間
に飲食・物販機能等が連なる賑わいを創出。

出：20.0%

出：80.1%

入：53.2%

入：46.8%

交通機能の集約化歩行者動線の核となる空間

Ⅴ－４．歩行者動線の分析

Ⅴ．歩行者空間・緑地配置計画
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Ⅴ－５．歩道状空地等の想定断面構成（１）

C-C’ 断面 D-D’ 断面

A-A’ 断面

E①-E①’ 断面 E②-E②’ 断面

E③-E③’ 断面

B-B’ 断面

F-F’ 断面

E①
E①’

E②
E②’

E③ E③’

C C’

A

A’

F

F’

地域医療支援病院

集合住宅

商業施設

立体駐車場

駐車場 A

駐車場 B
駐車場

従業員駐車場

Ⅴ． 歩行者空間・緑地配置計画
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■ 断面構成の変化

歩道幅員 約 1.4m

歩道幅員 0m
～約 1.8m

歩道幅員 約 1.5m

歩行者通路幅員 約 4.4m
＋

緑地等 2.0m

歩行者通路幅員 3.0m
＋

緑地等 2.0m

歩行者通路幅員 約 5.0m

歩道状空地の整備や壁面後退を利用した緑地の整備等により、十分な歩行者空間を確保します。

Ⅴ－５．歩道状空地等の想定断面構成（２）

Ⅴ． 歩行者空間・緑地配置計画

A-A’ 断面

B-B’ 断面

F-F’ 断面

車道 歩道状空地 緑地等歩道歩道

5.0m
壁面後退範囲

約1.2m 4.8m 約1.4m 3.0m 2.0m

道路（敷地北側道路）

道路境界

病院敷地
道路境界

道路境界

病院敷地

歩道状空地
3.0ｍ約5.8ｍ

車  道 緑地等
2.0m

歩道
約2.0m

5.0m
壁面後退範囲

道路境界
道路（敷地西側道路）

道路（北六番丁通り）

道路境界

商業敷地

歩道状空地
3.5ｍ

歩  道
約1.5m

5.0m
壁面後退範囲

車道 歩道歩道
約1.2m 4.8m 約1.4m

道路（敷地北側道路）

道路境界

大学敷地
道路境界

道路境界

大学敷地

約5.8ｍ
車  道歩道

約2.0m

道路境界
道路（敷地西側道路）

道路（北六番丁通り）

道路境界

大学敷地

歩  道
約1.5m

現状断面構成 計画断面構成
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※本内容は平成27年11月時点のものであり、今後の協議等により変更する可能性があります。
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